
講 座 名 ： 特任館長講座

《弥勒の世を寿ぐ―室町から桃山時代の美術と文化Ⅱ 風俗画の世界》
み ろ く ことほ

講 師 ： 仲町啓子（なかまちけいこ）
（秋田県立近代美術館特任館長・実践女子大学文学部教授）

対 象 ： 学生、一般

場 所 ： 秋田県立近代美術館６階研修室

時 間 ： 午後１時３０分～午後３時

受 講 料 ： 無料

申し込み ： 不要（各回会場にて受付）

期日・内容

① 6月 5日(土) 描かれた都―洛中洛外図屛風の世界

② 7月 10日(土) 参詣から遊楽へ―野外遊楽図

③ 8月 7日(土) ツワモノたちの風儀―武家風俗図

④ 8月 21日(土) 佳境を愛でる―名所風俗図

⑤ 9月 25日(土) 祭に興じる―祭礼図

⑥ 10 月 16日(土) かぶく人々―歌舞伎図

⑦ 11 月 6 日(土) 異国への眼差し―南蛮屏風と洋風画

⑧ 12 月 4 日(土) 閉ざされた遊郭―桃山風俗図の終焉

◆お問合せ先

秋田県立近代美術館（秋田ふるさと村内）

〒013-0064 秋田県横手市赤坂字富ヶ沢62-46

Tel.0182-33-8855 Fax.0182-33-8858

E-mail:akitamma@rnac.ne.jp

「弥勒の世」とは長い戦乱を経験した人々が、その後に訪れ
み ろ く

た平和を喜び評した言葉です。そうした室町末～桃山時代に生

み出された風俗図屏風には、生を謳歌する多くの老若男女が描

き出されています。絵の中の白日夢のような世界をいっしょに

楽しみましょう。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

２０21年度

仲町啓子特任館長

※新型コロナウィルス感染防止のため、講座の中止、変更の可能性があります。

詳しくは当館ホームページでご確認いただくか、電話等でお問合せ下さい。


